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序章

1.　文の種類としての疑問文

1.1　文の 4分類
疑問文は平叙文・命令文・感嘆文と並ぶ、いわゆる文の 4分類のひとつ

である。この 4分類は、文を話し手の表現意図に応じて種類分けしたもの
であり、それぞれ平叙、疑問、命令、感嘆という表現意図に対応する。後述
のように文を発する話し手の表現意図は実際にはこの 4種以外にも広がる
ものの、欧米言語においてはこの 4種が文の形の違いに対応するため、4分
類が一定の意味を持つ 1（表 1）。

表 1　英語における文の 4分類
表現意図 文の形

平叙文 平叙 SVの語順 ex. He speaks slowly.
疑問文 疑問 VSの語順（倒置） ex. Does he speak slowly?
命令文 命令 Sなし ex. Speak slowly.
感嘆文 感嘆 How/What+SV ex. How slowly he speaks.

表 1に示すように、英語の平叙文は SVの語順をとるのに対し、疑問文で
は倒置が起こり、VSの語順となる（実際には、倒置された Vは Doや Did

などに置き換えられる。Be動詞や法助動詞、完了の haveの場合のみ、純粋
に倒置により疑問文が構成される）。また、命令文には典型的には主語（S）

1 英語ではこの 4種に祈願文（例：May you succeed.）を加えて 5分類とする場合もある
（長谷川 2015）が、ここでは日本語学への影響が大きい 4分類を取り上げる。
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第1章
疑問文・疑問表現研究史

1.　本章の目的・構成

本章は、次章以降の議論の前提として、これまで日本語学において疑問文
や疑問表現に関する研究がどのように行われ、何が明らかにされてきたかに
ついて整理して示すことを目的とする。
本章の構成は以下の通りである。まず、2節では、疑問文とは何かという

原理的な問いが日本語学においてはどのような動機で生まれ、どのような説
明がなされてきたかを見る（原理的研究）。3節では、疑問文を構成する文
法形式に着目し、各形式が疑問文の中でどのようにはたらいているかについ
て考察した研究をまとめる（構成要素の研究）。そして 4節では、ある時代、
ある作品などに範囲を定め、その中に出現する疑問文型を網羅的に洗い出し
たり、複数の文型が何を基準に使い分けられているかを整理したりするタイ
プの研究をまとめる（文型の研究）。もちろん、ひとつひとつの研究は構成
要素や文型の分析を通して疑問文とは何かを考察するものであり、どれかひ
とつのタイプだけに属するものではないが、便宜上このように分類する。
なお、後述のように、日本語文法研究において疑問文は文の種類としてよ
りも、表現の種類として注目され、研究が行われてきた。そのような研究で
は考察対象を「疑問表現」として扱うことから、以下では疑問文をめぐる先
行研究の全体を疑問文・疑問表現研究と呼ぶ。
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第2章
疑問文の分類

1.　相手に答えを求める表現

疑問文について多角的に考えようとするならば、考えるべきことの出発点
であり最大のものは、疑問文であることと相手に答えを求める表現であるこ
ととの関係という問題である。疑問文は本質的に疑問感情の表明であり、そ
れに相手を巻き込んで疑問を解消してもらおうとするのが答えを求めるとい
うことなのだから、疑問文と答えを求めることとの間に密接な関係があるこ
とは疑いようがない。
しかし、両者の関係を精密に論じようとすれば、それ以前に次の 2点に

おいて答えを求める表現の多様性を確認しておく必要があることに気づく。
A. 疑問文がすべての場合に相手に答えをたずねる質問の表現であるわけ
ではない。自問の疑問文を厳密な意味で質問と言えないだけでなく、相手を
目の前にして言う疑問文の中にも質問とは言いにくいものがある。

（1）  「昨日のサッカー、どっちが勝ったんだろう？」
（2）  「昨日のサッカー、どっちが勝ったのかな？」
（3）  「昨日のサッカー、どっちが勝ったんですか？」

（1）（2）の疑問文は、人前で言えば、親切な相手から「日本が勝ったよ」と
いう答えを引き出すことがあるが、（3）のような質問らしい疑問文とは、表
現の種類として一線を画すように思われる。疑問文が相手から答えを引き出
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第3章
ノ有り疑問文の構造

1.　解答要求疑問文における「ノ」の有無

本章から 5章では、多様に広がる疑問文の中で最も典型的な疑問文と言
える解答要求疑問文（不明項特定要求疑問文および判定要求疑問文）を考察
の対象とする。解答要求という言語行為と、このタイプの疑問文の内容面が
どのようにむすびつくかを考察する手がかりとして、助詞「ノ」の有無に着
目する。
「ノ」は疑問文を構成する文末形式のひとつである。「ノ」の有無に着目
すれば、疑問文には「～の？」「～のか？」「～のですか？」「～のでしょう
か？」のように「ノ」が文末を構成する疑問文（以下、「ノ有り疑問文」と
呼ぶ）と「～φ？」「～か？」「～ですか？」「～でしょうか？」のように
「ノ」が用いられない疑問文（以下、「ノ無し疑問文」と呼ぶ）がある。

（1） a.  「もうご飯食べたの？」
 b.  「もうご飯食べた？」
（2） a.  「お昼ご飯、何食べたの？」
 b.  「お昼ご飯、何食べた？」

「ノ」の有無による形式的対立は解答要求疑問文に特徴的な現象である。
同じ言語的反応を要求する疑問文であっても応諾反応要求疑問文には「ノ」
の有無による形式的対立が存在しない。
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第4章
ノ無し疑問文と代弁的質問

1.　ノ有り疑問文とノ無し疑問文の使い分け

前章冒頭で示した通り、現代日本語の疑問文は文末に助詞「ノ」が参加す
るか否かによってノ有り疑問文とノ無し疑問文に二分することができる。

ノ有り疑問文　「もうご飯食べたの？」「もうご飯食べたんですか？」
ノ無し疑問文　「もうご飯食べた？」「もうご飯食べましたか？」

そして、これらノ有り疑問文とノ無し疑問文の使い分けという観点から
見れば、Yes/No疑問文による解答要求（＝判定要求）の場面には次の 3つの
ケースが想定される。

ケースα：ノ有り疑問文が好んで用いられる（ノ無し疑問文は不自然である）
（1）  （行きの飛行時間は帰りの飛行時間より短いと聞いて）
 a.  「追い風が吹くんですか？」
 b. # 「追い風が吹きますか？」
ケースβ：ノ無し疑問文が好んで用いられる（ノ有り疑問文は不自然である）
（2）  （待ち合わせに遅れて来た人が）
 a. # 「ごめん、待ったの？」
 b.  「ごめん、待った？」
ケースγ：ノ有り疑問文もノ無し疑問文も使える
（3）  （キャンパスですれ違った友人に）
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第5章
Wh疑問文における「ノ」の有無

1.　Wh疑問文と「ノ」の有無

現代日本語の疑問文の文末形式は多様であるが、助詞「ノ」の有無に注目
すれば、疑問文はノ有り疑問文とノ無し疑問文に二分することが可能であ
る。その意味の違いに注目すると、前章までで見た通り、判定要求疑問文
（Yes/No疑問文）においては違いがほとんど感じられない場合（（1））から決
定的に異なるためにどちらか一方しか使えない場合（（2）（3））まで幅広いの
に対して、同じ解答要求疑問文であっても不明項特定要求疑問文（Wh疑問
文）においては両者の差があまり感じられない場合が多い（（4）（5）（6））。

（1）  （午後 1時にキャンパスですれ違った友人に）
 a.  「もうご飯食べたの？」
 b.  「もうご飯食べた？」
（2）  （松葉づえをつく人に）
 a.  「骨折したんですか？」
 b. # 「骨折しましたか？」
（3）  （待ち合わせに遅れて来た人が）
 a. # 「ごめんね、待ったの？」
 b.  「ごめんね、待った？」
（4）  （帰宅した夫に対して、妻が）
 a.  「お昼ご飯、何食べたの？」
 b.  「お昼ご飯、何食べた？」
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第6章
シヨウカ疑問文の異質性

1.　疑問文の文末「カ」

現代日本語の終助詞「カ」は疑問の助詞と呼ばれる一方で、疑問文の最も
典型的な姿である質問文にとって不可欠な要素ではない。たとえば、文末に
「カ」を持つ（1a）と「カ」を持たない（1b）の間に質問文としての意味や機
能に差は認められない。

（1） a.  「もうご飯食べましたか？」
 b.  「もうご飯食べました？」

また、普通体の場合には「カ」を持たない質問文の方が安定的に用いられ
るという事実も既に多くの研究において指摘されている。

（2） a.  「もうご飯食べたか？」
 b.  「もうご飯食べた？」

質問文として見るとき、文末に「カ」を持つ（2a）は男性話者のぞんざい
な話し方としてしか許されないのに対し、文末に「カ」を持たない（2b）は
特定のキャラクタとむすびつくことなく、広く用いることができる 1。

1 ここでいう「キャラクタ」とは定延 2011が挙げるキャラクタとことばのむすびつき方
のうち「発話キャラクタ」に当たるものである。すなわち、ことばが「そのことばを発す
る話し手のキャラクタをも暗に示す」（p. 110）というむすびつき方である。
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第7章
シヨウカ疑問文の近代語性

1.　応諾反応要求疑問文の文型

2章で述べた通り、Yes/No疑問文による質問は、求める言語的反応の内
実に応じて判定要求疑問文と応諾反応要求疑問文とに分かれる。このうち、
応諾反応要求疑問文は話し手の行為実現意向に対する相手の意向を問うもの
である。応諾反応要求疑問文を実現する文型には「シヨウカ」「スルカ」「シ
ナイカ」の 3種がある。細かく見れば、これら 3種の疑問文が実現する応
諾反応要求の表現は、重なりつつそれぞれに異なる。
たとえば、シヨウカ疑問文は次のような対人的表現 1に用いられるが、こ

1 疑問文の対人的表現機能は場面状況や相手との関係の中で定まるものであり、厳密には
外延を特定できない。日本語記述文法研究会編 2003は「「しようか」の対話的な用法とし
ては、申し出、提案、勧誘、促しの 4つの用法がある」（p. 43）とする。他にも仁田 1991b・
安達 1995・宮崎 2009を参考に、本章では a～ jを挙げる。分類基準は以下の通りである。
　行為主体が 1人称： 非質問…a.意志表明
 質問で相手の受益を前提とする…b.申し出
 質問で相手の受益を前提としない…c.相談
　行為主体が 1人称複数：実現の予定がある…d.行為の促し
  実現の予定がなく、他の選択肢を意識していない…e.グループ

型誘い
 実現の予定がなく、他の選択肢を意識する…f.提案
　行為主体が 2人称：話し手の受益を前提とする…g.行為の誘導／ h.依頼
  話し手の受益を前提とせず、聞き手のみが行う行為について実現意

志を問う…i.勧め
  話し手の受益を前提とせず、話し手自身も行おうとしている行為に

ついて実現意志を問う…j.引き込み型誘い
勧めと誘いのこのような区別は小田 2015（p. 222）に従うものである。また、安達 1995に
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終章

1.　本書の内容

日本語では疑問文という道具を用いて、どのようなコミュニケーションを
とることが可能か。本書はこのような観点から、現代日本語の疑問文につい
て論じてきた。その内容を振り返れば、以下の 3点に集約される。

1.1　「問い」概念の精密化
本書 2章では、先行研究でイメージの統一がなされないまま疑問表現の
説明に用いられてきた「問い」概念の精密化を図り、どのような言語的反応
をどのようにして引き出すかという観点から、現代日本語の疑問文を 9種
に分類した。
このうち、質問文については、Yes/No疑問文による質問表現を言語的反
応の内実の違いに基づいて判定要求疑問文と応諾反応要求疑問文に分け、前
者をWh疑問文による質問表現である不明項特定要求疑問文とともに解答要
求疑問文として一括することにより、質問表現に解答要求疑問文と応諾反応
要求疑問文という異質な 2種があることを論じた。
一方、非質問文については、解答要求の度合いが弱いという従来の見方で
はなく、要求／誘発という言語的反応の引き出し方の相違と見ることを提案
した。また、9種の疑問文の各タイプを担う疑問文型を網羅的に挙げ、疑問
文の言語行為的側面すなわち「問い」としてのあり方と疑問文型との間にゆ
るやかな対応関係が存在することを明らかにした。これにより、疑問文の言
語行為的側面について、相手に疑問感情を見せれば答えを要求していること
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疑問文と終助詞

1.　疑問文に付加する終助詞

それ自身が疑問の意味を持つと言える「カ」を除くと、疑問文末に付く終
助詞には「ネ」「ナ」「ヨ」がある。このうち「ナ」は、助詞「カ」に接続し
た「～かな」の形で疑問を自問風に表明するという使い方が目立つ。

（1）  「最近連絡が来ない鳥取のおじさん、元気なのかな？」

ここで「自問の文型」と言わず「自問風に表明する」と言うのは、（1）の
文が実際に自問表現に用いられるだけでなく、自分の疑問を人に聞かせる表
現としても用いられることがあり、その結果「それが、病気らしいのよ」な
どと返事を引き出すことまであるためである。
また、「ナ」ではなく「ネ」が付いた疑問文も同様に自問風の疑問表明の
文となる。

（2）  「最近連絡が来ない鳥取のおじさん、元気なのかね？」

このような「かな」と「かね」の意味の共通性に言及した先行研究には
熊野 1999や三宅 2011がある 1。どちらも現代共通語において「かな」は普通

1 この「かな＝かね」説の理論的前提には、田窪・金水 1996が述べる「『な』と『ね』は
ほとんど同じ機能を持つ助詞である」（p. 71、注 9）という考え方があるようである。指示詞
や終助詞といった言語形式の意味を言語使用から切り離して説明する田窪・金水 1996にお

附章




